
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
と

　

不
登
校
児
童
な
ど
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
出
て

い
る
。
生
活
困
窮
者
は
さ
ら
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
、
支
援
が
必
要
な
方
も
増
加

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
し
っ
か
り
と

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

自
立
相
談
支
援
事
業
の
相
談
受
付

件
数
は
前
年
同
月
と
比
べ
、
令
和
２
年

３
月
は
20
件
、
４
月
は
１
３
１
件
増
加

し
て
お
り
、
今
後
も
適
切
か
つ
効
果
的

に
支
援
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
２
波
の
影
響
で
再
び
学
校
が
休
校
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
早
急
に
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
行
か
な

く
て
も
先
生
の
顔
を
見
な
が
ら
相
談
で

き
、
学
習
の
遅
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
の
活
用
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後

オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
を
整
え
、
不
登
校

の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
支
援
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

飲
食
店
支
援
と

‌

（
仮
称
）上
所
駅
の
早
期
設
置

内
山　

航
（
翔
政
会
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
飲
食
店
営
業
へ
の
打
撃
は
顕
著

で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
で
の
弁
当
販
売
が
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
。
弁
当
の
製
造
販
売
に
は
営

業
許
可
が
必
要
だ
が
、
通
常
の
飲
食
店

営
業
に
戻
る
と
き
に
も
ま
た
許
可
が
必

要
と
な
る
た
め
、
許
可
手
続
き
を
簡
素

ど
を
行
い
、
保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら

児
童
・
生
徒
の
状
況
把
握
に
努
め
る
。

（
教
育
長
）

●子どもの心身のケアハンドブック
　新型コロナウイルス感染症の影
響による子どもの心と身体の健康
問題の早期発見・早期対応につな
げるため、本市教育委員会が、教
職員向けに学校がすべき対応と留
意点について具体的に整理したもの。
　子どもの年代別の対応例や、心
と身体のチェック表の例などがま
とめられており、市ホームページ
にも掲載されている。

出
産
前
妊
婦
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と

　

学
校
運
営
に
関
す
る
専
門
家
会
議
設
置

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
妊
婦
は
感
染
へ

の
不
安
や
里
帰
り
出
産
の
制
限
な
ど
で
、

出
産
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
不

安
解
消
と
母
子
保
健
医
療
体
制
を
守
る

た
め
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
活
用

し
、
出
産
前
の
妊
婦
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●PCR検査
　PCRはポリメラーゼ連鎖反応（Polymerase 
Chain Reaction）の略で、遺伝子検査の手
法の一つ。微量の遺伝子の断片を増やし
て判定を可能にする。臨床現場や研究だ
けでなく、食品の産地調査や食中毒の原
因究明など幅広く利用されている。
　新型コロナウイルスの検査では、採取
した鼻咽頭ぬぐい液や唾液中にウイルス
の遺伝子が含まれていれば「陽性」とされ
る。分析には専用の装置が必要となる。

　
　

妊
婦
の
不
安
解
消
に
は
有
効
だ
が
、

検
査
体
制
や
医
療
機
関
と
の
調
整
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
県

収
支
均
衡
予
算
の
根
拠
と

　

人
口
減
少
に
対
応
し
た
予
算
計
画

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

市
長
は
令
和
２
年
度
予
算
を
収
支

均
衡
の
取
れ
た
予
算
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
表
向
き
で
、
負
担
の
先
送
り
で

あ
る
資
本
費
平
準
化
債
53
億
円
の
発
行

に
よ
り
達
成
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

資
本
費
平
準
化
債
発
行
も
含
め
、
収
支

均
衡
予
算
と
言
え
る
根
拠
は
何
か
。

　
　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
反
映
し
、
本

市
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

も
図
り
な
が
ら
効
果
的
・
効
率
的
な
経

営
資
源
配
分
に
努
め
、
基
金
に
頼
ら
な

い
収
支
均
衡
の
取
れ
た
予
算
と
な
っ
た
。

‌　
　

本
市
の
予
算
計
画
は
、
資
本
費
平

準
化
債
の
発
行
や
市
債
管
理
基
金
の
積

立
期
間
の
先
延
ば
し
な
ど
、
将
来
の
人

口
減
少
に
対
応
し
て
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
人
口
減
少
に
対
応
し
た
収
支
均

衡
の
取
れ
た
予
算
編
成
と
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
い
る
の
か
。

　
　

公
共
施
設
の
再
編
を
含
む
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
推
進
や
投
資
的
経
費
の
厳

正
な
事
業
選
択
に
よ
り
、将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
保
育
従
事
者
へ
の
支
援
と

‌

旧
鳥
屋
野
小
学
校
跡
地
利
用

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
で
は
、
医
療
・
介

護
従
事
者
に
は
国
か
ら
慰
労
金
の
支
援

が
あ
る
が
、
保
育
従
事
者
に
は
何
の
手

当
も
な
い
。
ま
た
保
育
士
の
多
く
は
、

人
手
不
足
で
よ
り
良
い
保
育
を
提
供
す

る
た
め
の
研
修
や
勉
強
会
に
参
加
で
き

な
い
状
況
も
あ
る
た
め
、
こ
の
状
況
へ

の
打
開
策
を
含
め
見
解
を
伺
う
。

　
　

医
療
や
介
護
施
設
と
は
性
質
が
異

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

弁
当
製
造
と
客
室
で
の
飲
食
提
供

を
、
時
間
を
区
切
り
双
方
で
行
う
新
た

な
営
業
形
態
に
つ
い
て
、
衛
生
が
確
保

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
手
続
き
が
簡
素

化
で
き
る
よ
う
、
今
後
県
と
協
議
す
る
。

‌　
　

（
仮
称
）
上
所
駅
の
設
置
に
向
け

て
Ｊ
Ｒ
と
の
話
し
合
い
を
加
速
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
新
駅
の
需
要

予
測
な
ど
の
調
査
の
結
果
、
設
置
場
所

を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
た
の
か
。

　
　

本
市
が
昨
年
度
実
施
し
た
現
地
測

量
調
査
の
結
果
、
西
跨
線
橋
の
西
側
に

設
置
さ
れ
て
い
る
地
下
歩
道
付
近
を
新

駅
設
置
の
範
囲
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

中
学
校
体
育
大
会
の
中
止
と

　

児
童
・
生
徒
の
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の
把
握

宇
野　

耕
哉

（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
学
校
体
育
大
会
の

中
止
が
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
頑

張
っ
て
練
習
し
て
き
た
中
学
生
、
特
に

３
年
生
の
気
持
ち
に
応
え
、
そ
の
成
果

を
表
す
た
め
の
代
替
え
の
機
会
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

中
学
校
体
育
連
盟
は
代
替
え
の
大

会
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
が
、

競
技
団
体
や
部
活
動
顧
問
が
代
替
え
の

大
会
や
練
習
試
合
を
行
う
場
合
に
は
、

必
要
物
品
の
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

（
教
育
長
）

‌　
　

学
校
の
休
校
措
置
に
よ
り
児
童
・

生
徒
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
子

ど
も
た
ち
が
受
け
た
心
理
的
ス
ト
レ
ス

も
深
刻
で
あ
る
。
学
校
で
は
そ
の
状
態

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
く
の
か
。

　
　

子
ど
も
の
心
身
の
ケ
ア
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
基
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な

と
歩
調
を
合
わ
せ
検
討
を
進
め
て
い
く
。

‌　
　

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
や
、
学
校
の
閉

鎖
や
再
開
に
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

教
育
委
員
会
に
、
小
児
感
染
症
や
公
衆

衛
生
の
専
門
家
の
方
々
か
ら
な
る
専
門

家
会
議
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
新
潟
大
学
の
教
授
か

ら
意
見
を
頂
い
た
他
、
県
の
専
門
家
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
情

報
を
得
て
い
る
。
今
後
も
同
様
の
方
法

に
よ
り
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
（
教

育
長
）

デ
マ
ン
ド
交
通
先
進
都
市
の
成
功
事
例

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
成
功
事
例
と
も

い
え
る
熊
本
県
長
洲
町
の
「
き
ん
ぎ
ょ

タ
ク
シ
ー
」
を
視
察
し
た
が
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
上
で
バ
ス
事
業

を
や
め
る
大
き
な
決
断
を
行
い
、
公
共

交
通
を
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
を
利
用
し
た

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
い
た
。
本
市
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
と
異
な
り
、
玄
関
先
ま
で
迎
え
が

あ
り
、
役
場
内
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
利
用
者
に
合
わ
せ
た
案
内
が
あ
る
な

ど
の
優
れ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
う

し
た
先
進
都
市
の
事
例
を
本
市
に
も
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
運
行
が
可
能
な

反
面
、
事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
な
ど

定
時
定
路
線
と
比
較
し
て
利
用
環
境
が

劣
る
部
分
も
あ
る
。
北
区
や
南
区
で
実

施
し
て
い
る
社
会
実
験
を
通
じ
て
課
題

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
他
都
市
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討
を
進
め
る
。

な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
一
時
金
の
支

給
は
考
え
て
い
な
い
が
、
保
育
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
引
き
続
き
国
に
要
望
す

る
と
と
も
に
、
事
務
負
担
軽
減
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

‌　
　

旧
鳥
屋
野
小
学
校
跡
地
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
住
民
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
複
合
的
に
整
備
す
る
こ

と
で
新
た
な
地
域
拠
点
に
な
る
と
考
え

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
本
市

の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
度
か
ら
地
域
と
の
勉
強
会
も

始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
参
考
に
し

な
が
ら
今
後
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

新
潟
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

‌

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
守
る
た
め
に

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

‌　
　

子
ど
も
や
保
護
者
が
抱
く
偏
見
・

差
別
へ
の
恐
怖
は
大
人
以
上
で
あ
る
。

子
ど
も
自
身
や
わ
が
子
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
、
治
っ
た

後
に
、
偏
見
・
差
別
な
く
元
の
学
校
生

活
に
戻
れ
る
か
不
安
で
あ
る
と
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校
で
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

各
学
校
で
は
、
偏
見
・
差
別
的
な

発
言
な
ど
に
つ
い
て
道
徳
や
学
級
活
動

の
時
間
を
中
心
に
指
導
し
て
い
る
他
、

学
校
だ
よ
り
な
ど
を
利
用
し
て
各
家
庭

で
話
し
合
う
こ
と
も
呼
び
掛
け
て
い
る
。

（
教
育
長
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
踏
ま
え
、
修
学
旅
行
を
や
む
を

得
ず
中
止
、
延
期
、
変
更
す
る
場
合
に

発
生
す
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
市
が
公

費
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

保
護
者
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
、
国
の
財
源
を
活
用
し
な
が
ら

支
援
し
て
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

にいがた市議会だより3 令和２年（2020年）８月２日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


